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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 53,382 △12.2 3,316 △32.3 4,068 △28.7 2,825 △33.0

2024年3月期第1四半期 60,808 0.2 4,896 ― 5,706 870.4 4,216 813.4

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　2,408百万円 （△61.1％） 2024年3月期第1四半期　　6,189百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 193.21 ―

2024年3月期第1四半期 288.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 266,509 128,997 48.2

2024年3月期 270,813 128,611 47.3

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 128,567百万円 2024年3月期 128,178百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 140.00 ― 140.00 280.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 100.00 ― 140.00 240.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 107,000 △5.4 6,200 △31.8 7,000 △32.3 5,000 △35.8 341.88

通期 220,000 △1.3 14,500 △18.8 16,000 △21.2 11,500 △24.3 786.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

詳細につきましては、2ページ「1.経営成績等の概況 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細につきましては、8ページ「2.四半期連結財務諸表及び主な注記 (3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 (会計方針の変更)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 17,145,211 株 2024年3月期 17,145,211 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 2,520,148 株 2024年3月期 2,519,985 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 14,625,161 株 2024年3月期1Q 14,626,421 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来予測情報の適切な利用に関する説明)

本資料に記載されている将来に関する記述には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。

実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境が改善する一方で物価上昇や円安の進行による景気の

下押しリスクが懸念される中、長期化するロシア・ウクライナ情勢、緊迫化する中東情勢の原燃料価格への影響や、

低迷する中国経済、世界的なインフレ対策としての金融引き締めなど、依然として先行き不透明な状況が継続しまし

た。

普通鋼電炉業界におきましては、主たる需要分野である国内建設分野において、各種資機材の高騰や人手不足など

を背景に、中小案件を中心とした工期延期や計画見直しの動きが見られるなど、鋼材需要は低調に推移しました。ま

た、主原料である鉄スクラップ価格は世界的なカーボンニュートラルの流れから高水準で推移すると共に、円安の進

行によりエネルギー価格が高止まるなど、調達コストを取り巻く環境は厳しい状況が続きました。

こうした中、当社グループにおきましては、強固な事業基盤を確立し、更なる成長を目指した「合同製鐵グループ

中期ビジョン2025」に基づき、複数の製造拠点をもつ事業所体制を活かしつつ、販売、購買環境や生産条件などの変

化を迅速に捉えながら、需要見合いの生産に徹するとともに、再生産可能な販売価格の実現に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、需要環境の低迷による販売数量の減少等により、連

結売上高は前年同四半期比74億26百万円の減収の533億82百万円となりました。また、需要環境が低迷する中で販売価

格の改善に努め、前年度平均を上回る販売価格を確保できたものの、販売数量の減少の影響を補うまでには至らず、

連結営業損益は前年同四半期比15億80百万円減益の33億16百万円の利益、連結経常損益は前年同四半期比16億37百万

円減益の40億68百万円の利益、親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同四半期比13億90百万円減益の28億25百

万円の利益となりました。

各セグメント別の業績の概況は以下のとおりであります。

＜鉄鋼事業＞

当セグメントにおける当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比75億73百万円減収の493億69百万円、

経常損益は前年同四半期比16億81百万円減益の41億42百万円の利益となりました。

＜農業資材事業＞

当セグメントにおける当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比11百万円減収の29億40百万円、経常

損益は前年同四半期比16百万円減益の１億33百万円の損失となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少（36億63百万円）等により、前連結会計年度末

（2,708億13百万円）から43億３百万円減少し、2,665億９百万円となりました。

負債につきましては、未払法人税等の減少（21億39百万円）及び支払手形及び買掛金の減少（19億76百万円）等に

より前連結会計年度末（1,422億１百万円）から46億89百万円減少し、1,375億12百万円となりました。

純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上（28億25百万円）及び配当金の支払（20億47百

万円）等により前連結会計年度末（1,286億11百万円）から３億86百万円増加し、1,289億97百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の47.3％から48.2％になりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（連結業績予想）

連結業績予想につきましては、前回予想（2024年４月26日発表）から足下の販売数量の減少等を踏まえ、売上高

を下方修正しております（第２四半期連結累計期間は1,100億円から1,070億円、通期は2,250億円から2,200億円に

修正。）。なお、各段階利益につきましては、販売価格改善やコスト削減努力の継続により、前回予想と同等の水

準を確保することが見込まれるため、前回予想数値を据え置いております。

（利益配分に関する基本方針及び剰余金の配当）

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つと考えており、業績に応じた利益配分を基本として、

中間及び期末の剰余金の配当を実施する方針といたしてまいります。

当面の間は、財務体質の改善、必要な投資資金の確保等を勘案しつつ、業績連動利益配分の指標として、連結配

当性向年間30％程度を目安といたします。

配当予想につきましては、前回予想（2024年４月26日発表）から修正しておりません。



合同製鐵株式会社(5410) 2025年３月期 第１四半期決算短信

― 4 ―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,387 20,724

受取手形及び売掛金 68,053 67,624

棚卸資産 51,719 52,310

その他 849 942

流動資産合計 145,009 141,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,152 13,128

機械装置及び運搬具（純額） 20,166 20,176

土地 53,055 53,054

その他（純額） 2,972 2,937

有形固定資産合計 89,346 89,297

無形固定資産

のれん 2,314 2,198

その他 1,602 1,558

無形固定資産合計 3,916 3,756

投資その他の資産

投資有価証券 28,834 28,252

その他 3,770 3,665

貸倒引当金 △64 △64

投資その他の資産合計 32,540 31,853

固定資産合計 125,803 124,907

資産合計 270,813 266,509

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 39,652 37,676

短期借入金 37,555 38,729

１年内償還予定の社債 90 60

未払法人税等 2,606 466

賞与引当金 2,443 1,135

その他 12,511 12,473

流動負債合計 94,858 90,541

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 27,250 26,533

役員退職慰労引当金 244 201

退職給付に係る負債 5,353 5,383

その他 9,494 9,851

固定負債合計 47,342 46,970

負債合計 142,201 137,512
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 34,896 34,896

資本剰余金 12,430 12,430

利益剰余金 71,480 72,291

自己株式 △4,724 △4,724

株主資本合計 114,083 114,893

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,761 8,338

繰延ヘッジ損益 △0 △1

土地再評価差額金 4,502 4,502

為替換算調整勘定 193 218

退職給付に係る調整累計額 637 615

その他の包括利益累計額合計 14,094 13,673

非支配株主持分 433 430

純資産合計 128,611 128,997

負債純資産合計 270,813 266,509
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 60,808 53,382

売上原価 50,596 44,420

売上総利益 10,211 8,962

販売費及び一般管理費 5,315 5,646

営業利益 4,896 3,316

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 337 454

受取賃貸料 172 169

持分法による投資利益 447 283

その他 33 27

営業外収益合計 992 935

営業外費用

支払利息 125 136

固定資産賃貸費用 28 31

その他 27 15

営業外費用合計 181 183

経常利益 5,706 4,068

特別利益

投資有価証券売却益 33 -

特別利益合計 33 -

特別損失

固定資産除却損 44 59

災害による損失 - 189

特別損失合計 44 249

税金等調整前四半期純利益 5,695 3,819

法人税等 1,468 988

四半期純利益 4,227 2,831

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,216 2,825
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 4,227 2,831

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,965 △424

繰延ヘッジ損益 3 △0

為替換算調整勘定 3 24

退職給付に係る調整額 △10 △22

その他の包括利益合計 1,961 △422

四半期包括利益 6,189 2,408

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,177 2,404

非支配株主に係る四半期包括利益 11 4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上され

た法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税

額を損益に計上することといたしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその

他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定する

ことが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

また、親会社の持分変動による差額に係る連結財務諸表固有の一時差異について資本剰余金を相手勘定として繰

延税金資産又は繰延税金負債を計上していた場合で、当該子会社等に対する投資を売却するなど、一時差異が解消

した際の繰延税金資産又は繰延税金負債の取崩しについて、従来、対応する額を法人税等調整額に計上することと

しておりましたが、資本剰余金を相手勘定として取り崩すことといたしました。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間

の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰

余金に加減するとともに、対応する金額を資本剰余金又はその他の包括利益累計額のうち、適切な区分に加減し、

当該期首から新たな会計方針を適用しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。また、当第１四

半期連結会計期間の「利益剰余金」の当期首残高が33百万円増加し、その他の包括利益の「その他有価証券評価差

額金」の当期首残高が同額減少しております。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント その他
(注1)

調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計上額(注3)鉄鋼事業 農業資材事業 計

売上高 56,943 2,952 59,895 996 △83 60,808

セグメント利益又は損失（△） 5,823 △116 5,707 48 △49 5,706

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、砕石・砕砂事業等であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額は、各セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント その他
(注1)

調整額
(注2)

四半期連結
損益計算書
計上額(注3)鉄鋼事業 農業資材事業 計

売上高 49,369 2,940 52,310 1,161 △88 53,382

セグメント利益又は損失（△） 4,142 △133 4,009 131 △72 4,068

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、砕石・砕砂事業等であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額は、各セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年６月30日）

減価償却費 1,074百万円 1,124百万円

のれんの償却額 115 115
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３．その他

（１）生産実績（単体・連結）

品目 前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間 増減

粗鋼 （単体） 249 千t 216 千t △33 千t

（連結） 428 千t 378 千t △50 千t

鋼材 （単体） 227 千t 203 千t △24 千t

（連結） 389 千t 355 千t △34 千t

（２）販売実績（単体）

品目 項目 前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間 増減

数量 231 千t 208 千t △23 千t

鋼材 (単価) ( 116.6 千円 ) ( 115.8 千円 ) ( △0.8 千円 )

金額 26,883 百万円 24,065 百万円 △2,818 百万円

その他 金額 3,405 百万円 1,357 百万円 △2,048 百万円

合計 金額 30,288 百万円 25,422 百万円 △4,866 百万円

(内、輸出) ( 1,619 百万円 ) ( 453 百万円 ) ( △1,166 百万円 )

(参考：連結)

品目 項目 前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間 増減

鋼材 数量 392 千t 355 千t △37 千t


